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● 「新しい東北」復興・創生の星
顕彰は、被災地において人口
減少や産業空洞化など全国の
他地域にも共通する課題等の
解決に取り組み、魅力あふれる
「新しい東北」の創造に向けて
貢献している団体・個人を顕彰
するものです。

平成28年度から実施しており、
今年度で９回目。令和２年度
までは「復興・創生顕彰」及び
「産業復興事例顕彰」の２つが
ありましたが、第２期復興・創
生期間となった令和３年度から
１本化して実施しています。
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震災で工場や店舗が被災した宮城県仙台市の老舗笹かまぼ
こ製造会社。
「笹かま館」で手作り体験教室などのイベントを開催。ま

た、地域振興のため、仙台七夕の展示や海を題材にした影絵
の大壁画を展示。
社員の６割が女性であり、管理職にも積極登用するなど、

多くの女性社員が活躍。

和ぐるみを使った商品 能登半島支援のためにチャリティー
販売している輪島塗

震災直後に被災者支援と生活再建を目的に設立。
和ぐるみの商品を開発し特産品として販売することで被災

者の就労支援を実施。
能登半島地震で行き場をなくなった輪島塗を回収し、チャ

リティー販売。
収益金は、能登半島地震の被災地支援に活用。

笹かま館の外観 仙台七夕の七夕飾り
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③一般社団法人 SAVE IWATE（岩手県盛岡市）

④株式会社 鐘崎（宮城県仙台市）

盛岡市

仙台市





原発事故の避難指示解除後、田村市の活気を取り戻すこと
を目指して設立した鰻の陸上養殖会社。
完全閉鎖循環式養殖システムの導入により、持続可能な鰻

の生産体制を確立。地域ブランド「福うなぎ」を確立し、地
元旅館やふるさと納税の返礼品として提供し、復興に貢献。
また、学校給食への提供や社会科見学の受入れを実施。

原発事故の避難指示解除後に葛
尾村で創業した畜産業者。
牛の飼育技術を応用したとろけ

る味わいの羊肉を生産。
刈り取った羊毛は、純国産羊毛

の高級スーツの原料に活用されて
いる他、羊毛から抽出した成分に
よる保湿クリームを開発し、販売。

羊肉（商品名：メルティーシープ） 牛舎の様子

養殖の鰻養殖場内部の様子
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牛屋代表の父親の牧場（葛尾村）

牛屋代表の父親牧場
（田村市）

株式会社牛屋

⑦株式会社牛屋（福島県双葉郡葛尾村）

⑧ニューフロンティア株式会社（福島県田村市）

田村市
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〔お問い合わせ〕

■ 令和６年度「新しい東北」復興・創生の星顕彰

復興庁 復興知見班 笠間、浦山

TEL：03-6328-0223

● 「新しい東北」復興・創生の星顕彰は、「新しい東北」官民連携推進協議会の取組の一環です。

●この協議会は、被災地における多様な主体間の情報共有や連携を進めるために、経済界、大学、

NPO等の皆様が発起人となって設立されました。

●協議会の概要や活動については、HPをご参照ください。

https://www.newtohoku.org/index.html




